
２．対応方針の内容等

１．学校を取り巻く現状

「県立学校に対する過剰な申出や要求への対応方針」の策定について

○「不当・過剰な要求」と「学校運営に対する正当な要望・意見」の判断基準を明確化し、組織的な対応の徹底
を図ることで、「教職員が安心して働ける職場づくり」に資するため、全県立学校共通の対応方針を策定

〇全県立学校へ通知するとともに、市町村教育委員会にも情報提供

○本県の公立学校においては、「芯の通った学校組織」の取組で培ってきた学校マネジメントを活用すること
により様々な「学校問題」に対応してきた。

〇近年、過剰な要求や不当な言動により、対応に苦慮する事案が増えている。

〇これらの「学校に対する過剰な申出や要求」については、行為者が保護者や地域住民であることも多く
課題を認識しながらも学校ごとの個別の対策が進みにくい状況。（教職員が疲弊する一因）

◇カスタマーハラスメント対策の義務化（R8.10.1） 【改正労働施策総合推進法】
改正法により、カスタマーハラスメント対策が事業主の雇用管理上の措置義務とされ、企業等が措置を講ずるに当
たっては、国が示す指針を踏まえた、具体的な対策が求められることに。

※教員、事務職員、会計年度職員等、すべての教職員で共有し、保護者や地域の方にも本方針の趣旨を理解いただくことにより、
家庭・地域と信頼関係を 築き協働的な取組を推進するとともに、教職員の負担軽減を図る

○「過剰な申出や要求」等に対する学校対応のポイント

▷「学校に対する過剰な申出や要求」の定義・判断基準

▷「学校に対する過剰な申出や要求」に対する組織的な対応 等

○ 県教育委員会による学校支援（学校問題相談窓口等の活用）

R8.10．8 学校安全・安心支援課

主な記載内容
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